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【ケース 4】 後退時の注意点

≪状況設定≫

トラックの後退による荷積み時の注意点を考える。トラックは倉庫の前で停止。止ま

ると同時にそのままハンドルを切りながら倉庫内にバックで入つていく。

≪危険予測の必要性》

そのままバックミラーを頼りにバックしたが、倉庫内で移動したフォークリフトに

衝突しそうになる。運転者は、バック中に倉庫内の状況が変わっていることを予測す

する必要があつた。

≪後退時の事故の主な原因を考える≫

◇バックミラーのみに頼って、後方の安全確認が十分でなかった。

◇パックブザーが鳴つていたため、気づいてくれるだろうと安易に考えた。

◇他の車両の邪魔にならないように、急いでバックしようという気持ちがあつた。

◇歩行者に気を取られ過ぎた。

◇最初の確認後の状況の変化を予測しなかつた。

≪安全走行のポイント≫

◇周囲の安全を確認しながら歩く速度以下でゆつくリバックする。

トラックは死角が多いので、窓を開けて音を聞きながら、ミラーと目視で後方およ

び周囲を十分注意しながら、いつでも止まれるような速度でバックするのが原則。



◇誘導員のいない場合には、一度下車して、直接後方の安全を確かめるのが原則。

特に、トラックの真後ろの部分は、運転席からはミラーでも目視でも死角になる。

また、内部が暗い倉庫等では、ミラーだけでは十分確認できない。

◇バックブザーを過信しない。

倉庫や工場内では、いろいろな作業音が鳴っていることが多い。また、公道上でも、

ブザーの意味が分からない子供や高齢者、耳の不自由な人がいるので、ブザーのみ

に頼るのは危険。

≪訓練・討議のポイント》

◇このシーンは、バック運転に慣れたベテランドライバーでも陥りやすい『まさかの

事故』を防ぐことを目標としている。もともとバックでは、視野が極端に制限され

るので、最大限の慎重な行動が要求されるが、現実にはなかなか安全行動に結び付

けてこない。

◇討議では、パック時のヒヤリハット体験発表にあわせて、バックの前に車を降りて、

後方の状況確認を行つていたらぃこのヒヤリハットは起きなかつたであろうことを

意識付けたい。

≪データ・資料》

◇当社統計 (平成 16年度扱契約全事故データ・物損事故を含む)

道路形態・事故態様別交通事故件数

道路外・構内事故の中でバック事故の占める構成率割合・ 口・34.0%


